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技術のポイント 圧電膜を用いて構造物の振動を検出・制御する 

現在の研究開発段階 A 基礎研究段階  ・  B 試作段階  ・  C 実用化段階 

※技術の紹介 

超軽量な構造物の振動・音響特性を向上させるため、圧電膜により軽くてしなやかでス

マートな構造物を構成し、制振、遮音、発電などの構造物としての重要な機能を未来型

のシンプルな構造物で実現した。薄く柔軟な構造物の揺れは工学的には節と腹のある定

常波として取り扱われるが、自然界では波の移動する波動現象として観察されることが

多いことに着目し、また神経と筋肉の機能が巧みに組み込まれた生体を目標にして、圧

電フィルム(PVDF)を薄い構造物の表面にセンサやアクチュエータとして貼付する、スマ

ート構造としての利用法について、圧電膜の成形・積層化や結合方法を工夫して、波動

を検出／制御する能動振動構造体を考案した。 

研究の背景 

従来はセンサーやアクチュエーターを用いて構造物の振動を制御していたが、もっと簡

単な構造の振動制御が求められてきた。 

 

従来技術より優れて

いる点 

・圧電体の電磁ノイズや相互干渉などの問題をクリアしたこと 

・振動モード（定在波）ではなく、波動をベースとして設計したこと 

※技術の 

用途イメージ 

・柔軟壁の振動制御による遮音、静音化 

・発電旗などの環境発電システム 

・生体模倣運動する人工物の創成 

中小企業への期待 
研究開発・製品化まで考えてくれる企業 
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